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1.はじめに
農村調査の対象は広域に広がる空間であり､圃場･農家などの対象物は一般的に緯度経
度であらわされる位置情報をもっている｡農村地域計画においても､既存の農地､施設､
自然環境および新しく計画･整備する圃場や設備の位置情報を地図上であつかうことは極
めて重要である｡調査対象を地図化し､空間的に可視化することによって地理空間的思考
を調査研究に取り入れることができる｡また､位置情報を記録しておくことによって再調
査等も容易になる｡
パーソナルコンピュータやインターネットの普及に伴い､位置情報を電計吉報として扱
う空間情報技術が安価かつ容易に利用できるようになっている｡日本国内の地理情報シス
テム(GIS: Geographical Infbrmation System)データとしては､国土地理院による基盤地図
情報のほかにも農学･環境にまつわるいくつかの地理空間情報データが整備されており無
償で入手できるものも多い｡ GISデータを閲覧･管理する手段としては､専門性の高いGIS
ソフトを用いる以外にも､インターネットに接続されていれば無償で利用できるGoogle
Earthを用いる方法がある｡現地での位置情報の取得には通常GPSが用いられる｡ GPSは
携帯電話やコンパクトデジタルカメラにも搭載されている｡さらに､ iPadなどのタブレッ
ト端末を用いることによって現地で容易にGISデータを取得･確認できるようになってき
た｡
GISで自分が取得しだ情報を表示したり､既存のデータを加工･解析するためには､デ
ータとソフトウェア､そしてハードウェアが必要である｡データについては無償で入手で
きるものを中心に紹介する｡さらに､ GPSなどの関連機器を､特に現地での見学や聞き取
り調査において活用する手法を紹介し､具体的な手順についても記載する｡ソフトウェア
についてはインターネットGISの一種であるGoogle Earthの活用方法をLfl,いこ紹介する｡
*東北大学大学院農学研究科准教授
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栄第1表　農業･環境に関係した地理空間情報データの例
データ･システム名　　　　提供元 URL　　　　　　　　　　　3-タ入手について
国土数値情報　　　　　　　国土庁
自然環境情報GISシステム　　環境省
環境数値データベース　　　国立環境研
究所
政府統計の総合窓口　　　　総務省統計
(e-Stat) /地図で見る統計　　局
(統計GIS)
農業統計情報メッシュデー　農業環境技
夕閲覧システム　　　　　　術研究所
歴史的農業環境閲覧システ　農業環境技
ム　　　　　　　　　　　　　術研究所
土壌情報閲覧システム　　　農業損境技
術研究所
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ハードウェアはパーソナルコンピュータを用いることが多いが､近年普及しているタブレ
ット端末の現地調査-の利用について特に記載する｡リモートセンシングデータの活用も
含めた空間情報技術の農業･環境調査全般-の利用については農業環境技術研究所〔10〕
に詳しい｡なお､ここに記載する内容は2013年1月時点のものであり､今後もさまざまな
進展が予測される｡
2.地理空間情報データ
地理空間情報活用推進基本法が平成19年5月に成立･公布され､基盤地図情報の整備が
国土交通省国土地理院を中心にすすめられている｡基盤地図情報とは､ ''地理空間情報のう
ち､電子地図上における地理空間情報の
位置を定めるための基準となる測量の
基準点､海岸線､公共施設の境界線､行
政区画その他の国土交通省令で定める
ものの位置情報(国土交通省令で定める
基準に適合するものに限る｡)であって
電磁的方式により記録されたものをい
う''として定義されている(地理空間情
報活用推進基本法第二条3)｡基盤地図
情報には､道路､水域､建物など､国内
の地域調査などでGISを利用するうえ
での基本となるデータが含まれており､
国土地理院のWEBサイト(第1図)から､
個人情報等の取り扱いについて同意し､
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寮1図　基鯉地図情報サイト(国土交通省国土地理院)
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登録することによって､無償で閲覧･
ダウンロードできる(国土交通省国土
地理院〔7〕)｡ダウンロードサービス
サイトからダウンロードした基盤地
図情報閲覧コンバートソフトによっ
て､基盤地図情報を表示した画面を第
2図に示す｡
農業･環境についての諸問題を考察
する上で重要な､国土地理院以外の公
的機関から提供されている地理空間
情報データの例を第1表に示す｡昭和
49年の国土庁発足に伴い､国土に関
する基礎的な情報の整備､利用等を行
う国土情報整備事業が開始された(国
土交通省国土政策局国土整備課〔8〕)｡
国土数値情報は､この国土情報整備事
業により整備された情報であり､農業
地域､森林地域等の指定地域､土地分
類メッシュ､農業センサスメッシュな
どの産業統計データが含まれている｡
自然環境情報GIS提供システムから
は､植生調査による現存植生図のデー
タがダウンロードできる(環境省自然
環境局生物多様性センター〔6〕 )｡環
第2回　基鎧地図情報(仙台市青葉区)の表示
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第3図　農林業センサスデータのダウンロードサイト
境数値データベースは､大気環境､公共用水域水質についての測定局ごとの測定値の記録
である(国立環境研究所〔9〕)｡宮城県内の2010年の大気環境の測定局は38つ､ 2009
年の公共用水域水質の測定点は295点ある｡政府統計の総合窓口(e-Staも)では地図で見る統
計(統計GIS)として､国勢調査､地域メッシュ統計､農林業センサス､漁業センサスなどの
統計調査データを提供している(総務省統計局〔15〕)｡農林業センサスには2005年､ 2010
年の農林業経営体､農業経営体､販売農家､総農家等､農山村地域調査のデータが含まれ
ており､ GISで利用するための農業集落単位の境界データも4. 2)で後述するシェープフ
ァイル形式で提供されている(第3図)｡第4図に宮城県の農業集落の境界データの表示例
を示す｡
これらダウンロード可能なデータセット以外に､ WEBから閲覧のみ可能なデータセット
もある｡農業統計情報メッシュデータ閲覧システムでは､経営耕地面積などの情報が1km
メッシュ単位で整備されている｡歴史的農業環境閲覧システムでは､関東地方を対象に明
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莱治初期から中期にかけて作成された
｢迅速測図｣と､現在の道路､河川､
土地利用図とを比較することにより､
農村を取り巻く環境の歴史的な変化が
閲覧できる(農業環境技術研究所〔12〕 )｡
土壌情報閲覧システムでは､土壌図､
土壌温度区分図､土壌断面データベー
ス､大日本帝国土性図の閲覧が可能で
ある(農業環境技術研究所〔11〕)｡こ
れらのデータは研究や教育目的に限り､
利用申し込みによって入手できる｡
無償提供されている地理空間情報デ
ータのほか､有償で提供されているデ
ータも多くある｡日本地図センターは
各種デジタル地図データを発売してい
る｡農林業センサスデータは電子メデ
港
第4図　宮城県の農業集落の境界データ
イア統計として農林統計協会より発売されている｡
日本国外にはさまざまな地理空間情報データがあり､ WEBによる閲覧･ダウンロードが
可能である｡ mOのA繍0･Maps 〔1〕は､世界各地の農業統計データを扱っている｡各国
の行政界､道路､河川､鉄道などの基盤データはISCGM(Intemational Steehng Committee
forGlobalMapping :地球地図国際運営委員会) 〔4〕やGeoCommunity 〔 2〕などからダ
ウンロードできる｡ ISCGMでは76カ国､ 5地域分のデータが公開されている｡
3. eps ･ GPS機能つきコンパクトデジタルカメラによる現地での位置情報の取得
GPS(Global Positiohng System)はアメリカ合衆国によって運用されている衛星測位シ
ステム(GNSS: Global Navigation
Satellite System)であり､世界中で広く
利用されている｡ GPSでは一度に4つ
以上のGPS衛星からの電波を受信する
ことによって､現在地の緯度経度情報を
取得することができ､カーナビゲーショ
ンなどに広く用いられている(岡部
〔13〕)｡
2013年1月現在､用途に応じた様々
なGPS受信器や､受信データを記録す
るGPSロガーが市販されている｡緯度 第5回　GPSロガーの例
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経度の数値情報をその場で確認す
る必要がないのであれば､小型の
GPSロガー(第5図)を携帯するこ
とによって調査の移動軌跡を記録
し､調査終了後のデータ整理の際に
パーソナルコンピュータにデータ
をコピーすることによって軌跡を
確認することができる｡第6図は､
軌跡をhtml形式で書き出し､イン
ターネットに接続したパーソナル
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策6図　GPSロガーで取得した移動軌跡の表示例
コンピュータからWEBブラウザ
を立ち上げ､ Goode M印Sで表示した例である｡ロガーと同時にデジタルカメラを携帯し
調査対象などを撮影しておくと､撮影した画像(写真)に位置情報を付加することができ
る｡コンパス機能があるGPSロガーでは､撮影した方向も同時に記録することができる｡
この作業は､ GPSロガーに付属しているソフトウェアなどを用いてパーソナルコンピュー
タ上で行う｡ただしこの場合､ GPSロガーのデータと画像とを時間情報を用いてマッチン
グさせるため､デジタルカメラの時刻を正確にあわせておくことが必要である｡なお､デ
ジタルカメラで撮影した画像は､撮影日時などの撮影条件についての情報をもつExif
(Exchangeable image nle format)ファイルである｡位置情報もExifデータのひとつとし
て扱われる｡ Exifの情報はパーソナルコンピュータ上でフリーソフトなどを用いることに
よって確認･編集することが可能で
ある(第7図)｡
GPSを搭載したコンパクトデジ
タルカメラ(デジカメ)も普及して
いる｡ GPS搭載デジカメで撮影す
ると､撮影場所の緯度経度はExir
情報として直接画像ファイルに書
き込まれる｡ GPS搭載デジカメに
は､移動軌跡の記録が可能なもの､
撮影時の方位角の取得が可能なも
のもある｡また､スマートフォンは
GPSが搭載されていることがほと
んどであり､撮影した画像は位置情
報をもっている｡スマートフォンを
GPS　ロガーとして利用することも
可能である(実業之日本社〔5〕)｡
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第7回　Exifの表示例
4.パーソナルコンピュータ上での
位置情報の表示
1) Google Earthの活用
Google Ea血hはGoode社が2005
年6月からサービスを開始した､イ
ンターネット上の地球儀であり､イ
ンターネットに接続されているパ
ーソナルコンピュータやタブレッ
ト端末などがあれば無料で利用で
きる(Google〔3〕)｡日本語版は2006
年9月に公開された｡もともと2001
米　　　　　澤
第8図　600gle Earthによる移動軌跡の表示例"年に設立されたKeyhole社が開発
していたが､ 2004年にGoogle社が買収した｡
Google Eanhでは対象地域の高分解能衛星画像や空中写真を閲覧できるだけでなく､自
分で位置情報ファイルを作成できる｡これらのファイルは拡張子km1 (Keyhole Markup
Lan即age)もしくはkmzをもつ｡拡張子kmlのファイルはXMLで記載された位置情報フ
ァイルでテキストエディタなどで閲覧･編集できる｡拡張子kmzのファイルはkmlファイ
ルをzip圧縮したファイルである(白鳥〔14〕)｡
GPS機器によって自分で取得した軌跡や位置情報つきの画像もkmlやkmzファイルに
変換することによってGoogleEarthで表示できるようになる(第8図)｡ GoogleEarthは
無料で利用でき､対象地域の地理空間情報も､高分解能衛星画像や空中写真としてインタ
ーネットを介して自動的に閲覧できることから､複数のコンピュータでデータを閲覧･共
有する場合などに利用価値が高い｡位置情報をもつデジカメ画像や移動軌跡のデータは､
ロガーやGPS搭載デジカメの付属ソフトウェアなどを用いることによってkml･kmzフア
イルに変換する｡位置情報をもつデ
ジカメ画像は､Goodeによる無料画
像ソフトウェア･Picasaをダウンロ
ード･インストールすることによっ
てもkml･kmzファイルに変換でき
る｡ Hcasaでは､画像を選択してか
らメニューバーの｢ツール｣から｢ジ
オタグ｣を選択し､ ｢Google Harm
ファイルにエクスポート｣からファ
イル名をつけて保存する(第9図).
また､ ｢ジオタグ｣を選択し､ ｢Google
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第9図　Picasaによる位置情報を持つデジタルカメラ画像
のkmzファイルへの変換
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Earthで表示｣を選択すると､ Google Eanh上に画像を撮影した位置をもとに表示される｡
2) GiSソフトウェア
地理空間情報データを表示･解析するGIS専門のソフトウェアには､一般的に無償提供
されているオープンソース･ソフトウェアと､有償のコマーシャル･ソフトウェアがある｡
コマーシャル･ソフトウェアを販売する会社が､データを閲覧する機能のみをもつフリー
ソフトウェアを配布している場合もある｡
シェープファイルはGISソフトウェアであるArcGISの開発･販売をおこなっている米
国･ESRI社のGISデータフォーマットであり､拡張子shp､ dbf､ shxの3つのファイル
を基本として構成されている｡シェープファイルが利用できるGISソフトウェアは多くあ
る｡ kml･hzファイルもシェープファイルに変換可能である｡
3)クラウドサービス
複数人で同じ地域を調査する場合など､構築されたGISを共有するには､クライアント･
サーバ型やオンライン･サーバ型のGISを利用するほかに､クラウドサービスを利用する
方法がある｡ GISに対応したクラウドサービスは多くが有償であるが､無償のサービスも
ある｡
5.タブレット端末の利用
タブレット端末は､携帯性に優れ
写真や動画の撮影が可能なこと､ノ
ートパソコンよりもバッテリー持続
時間が長く起動に時間がかからない
こと､携帯電話よりも画面が大きい
ことから現地調査において利用価値
が高い｡内蔵されているGPS､もし
くはBluetooth通信で接続する外付
けGPS受信機を併用することによ
って､地図アプリ(アプリケーション
ソフトウェア)に現在地を表示させ
ることができる｡ Bluetoothには機
器の種類ごとに決められたプロファ
イルがあるため､タブレット端末と
Bluetooth通信をおこなうためには､
対応したプロファイルをもつGPS
受信機を選択する必要がある｡携帯
第10回　タブレット端末で表示した衛星画像とシェー
プファイル(シェープファイルは(秩)パスコによる推定
津波浸水範囲､丸印はGPSにもとづく現在地)
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電話ネットワークに接続できるタブレット端末や､接続できない場合モバイルデータ通信
機器を併用することによって､現地の写真や動画などのデータを現地から位置情報付きで
送信することも､緊急性のある調査などでは有用である｡
Apple社のiPadでシェープファイルを表示する場合､遭adをパーソナルコンピュータに
接続し､ iTunesを介してiGISなどの地図アプリにzip圧縮したファイルを転送する方法が
ある｡ iGISでは､衛星画像や空中写真などをパーソナルコンピュータ上で動作するフリー
ソフトのMapnlerによってフォーマット変換し､ zip圧縮して読み込み､表示することが
可能である(第10図)｡
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